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 【要約】 
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【目的】 
単純X線、CT、MRIなどの画像診断は脊椎の形態評価に優れており、
変形性脊椎症の診断において重要な検査である。従来の MRI による
腰椎変性疾患の画像診断は狭窄部位など脊柱管内の病変の描出には
優れているが hidden zone と表現される脊柱管の外側病変や椎間孔狭
窄の診断や障害神経などの定量的な評価は困難である。MRI を用い
て組織内の水分子の拡散異方性を記録する撮像法である Diffusion 
Tensor Imaging（以下 DTI）が報告された。 Tractography は拡散異方
性の強い神経線維束を可視化する手法である。本研究の目的は、腰
椎変性疾患神経障害に対する DTI の有用性を検討することである。 
【対象と方法】 
術前に DTI が撮像可能であった腰椎変性疾患 34例、健常ボランティ
ア 10例である。撮像には 3.0T MRI を用いた。Tractography の所見の
分類、腰部脊髄神経における異方性の大きさを表すパラメータであ
る Fractional anisotorophy (FA)値の測定、従来の MRI と Tractography
の所見の比較について検討を行った。 
【結果】 
Tractography を用いて健常脊髄神経を脊柱管内から椎間孔外にかけ
て描出することができた。健常な脊髄神経における FA 値は脊柱管内
から椎間孔内、椎間孔外にかけ有意に大きくなる傾向があった
（P<0.05）。Tractography 所見を途絶、狭窄、先細りの 3群に分類し
た。途絶群と狭窄群では椎間孔内で、先細り群では椎間孔外におい
て健常脊髄神経に比べ有意に低下した（P<0.05）。片側性の症状を有
する症例において、障害神経における FA 値は障害側で健常側に比し
て有意に低下していた（P<0.05）。従来の MRI との比較では
Tractography の異常所見は椎間孔狭窄を伴う脊柱管狭窄症に多く観
察され、途絶群の大半が椎間孔狭窄を呈する症例で観察された。 
【考察・結論】 
DTI、Tractography を用いることで脊髄神経を選択的に、かつ 3次元
的に可視化することができた。DTI は椎間孔狭窄に有用であるとの
報告や FA 値が神経の変性と再生に相関するといった報告がされて
おり、Tractography の所見、FA 値を用いることで障害部位の可視化
や障害の定量化ができることが示唆された。DTI は腰椎変性疾患の
新たなる画像診断となりうることが示唆された。 
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